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 第２章では，抗体医薬品及び抗体薬物複合体  (Antibody-drug conjugate; ADC) の分離
に対するキャピラリーゾーン電気泳動法  (CZE) の開発を行っている。抗体医薬品と同
様に，ADC の電荷プロファイルは，その製造や保存中に変化することが知られている。
一般に，抗体医薬品の電荷プロファイルの評価においては，陽イオン交換クロマトグ
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 第４章では，新規素材であるスポンジモノリス  (SpM) にプロテイン A 及びペプシン
を固定化し，それを HPLC の分離カラムに適用して，タンパク質間の親和性反応を評価







とするカラムを開発し，さらにこの SpM にエポキシ基を導入し，プロテイン A 及び消
化酵素であるペプシンを通液後に静置することによって，これらが安定して固定化され





 第５章では，ポリエチレングリコール  (PEG) を基材とし，分子ふるい効果を制御し





の欠点がなく，さらにエチレンオキシド  (EO) 数の異なる PEG が市販されている点な
どから，魅力的な分離媒体と考えられ，本研究では，EO 数濃度を変更した CGE 用キャ
ピラリーを作成した後，グルコースラダー及び DNA ラダーを分析することで，最適な








































値あるものと認める。また，平成 30 年 1 月 25 日，論文内容とそれに関連した事項に
ついて試問を行って，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認
し，合格と認めた。  
 
 
 
